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Pickup 森 の国

人 式

新成人40人が新たな門出
　１月３日㈯平成₂₇年松野町成人式が町民センターで行われました。
　今年の新成人は₄₀人（男₂₁人、女₁₉人）で、うち₃₃人が振り袖やスーツ、羽織袴などに身を包み、希望に満ちた
表情で式に出席しました。
　式では阪本町長から「これから₁₀年後の自分はどうなっていたいのか、それまでにどんなことをしたいのか、夢
を描き、具体的な夢や志を胸に目標に向かって進んで欲しい。」とエールが送られ、町議会議長や愛媛県知事からも
お祝いの言葉が贈られました。
　その後、新成人一人ひとりが壇上で思い思いの抱負を語り、成人者を代表して毛利由貴穂さんが「失敗を恐れず
立ち向かっていく勇気を兼ね備え、人心緑化の精神を忘れず、郷土の未来を築く担い手として期待と信頼が得られ
るよう努力したい。」と誓いの言葉を述べました。
　式典終了後には恒例の記念撮影が行われ、その後、新成人たちは虹の森公園レストラン遊鶴羽で懇親会を催しま
した。久しぶりに会う級友や恩師との会話も弾み、ふるさとでの楽しいひとときを過ごしたようです。
　新成人の皆さん、大人の自覚と責任を持って大いに飛躍してください。

▶成人者代表挨拶をする毛利由貴穂さん
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Pickup 森 の国

成祝
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松野町議会定例会

　平成₂₆年第４回松野町議会定例会が、₁₂月２日に招集され、２日と₁₉日に提出議案などが審議されました。主な
内容は次のとおりです。

報告
　　専決処分の報告について（工事請負契約の変更契約の締結について）
　　松野町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等の報告について

承認
　　専決処分の承認について（平成₂₆年度松野町一般会計補正予算（第３号））
　▼原案どおり承認されました。

議案
　　松野町過疎地域自立促進計画の変更について
　　松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　　特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について
　　松野町議会議員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例について
　　平成₂₆年度松野町一般会計補正予算（第４号）
　　平成₂₆年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　　平成₂₆年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第１号）
　　平成₂₆年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第１号）
　　平成₂₆年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　　松野町母子家庭医療費助成条例の一部を改正する条例について
　　松野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について
　　平成₂₆年度松野町一般会計補正予算（第５号）
　　平成₂₆年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　▼原案どおり可決されました。

　　松野町景観条例について
　▼原案修正のうえ可決されました。

請願
　　松野町町政に関する請願書について
　▼不採択となりました。

意見
　　手話言語法（仮称）の早期制定を求める意見書
　▼原案どおり可決されました。
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補正予算の概要補正予算の概要
一般会計

【補正額】29,430,000円（補正後の予算額：₃，₁₀₇,₂₅₇,₀₀₀円）
【主な内容】
人件費）
　人事院勧告分として、一般職₆₅名に係る給料、職員手当等、共済費計₅,₅₀₄,₀₀₀円のほか、特別職及び議員に係る
期末手当、共済費計₃₈₈,₀₀₀円をそれぞれ追加。人事異動に伴い一般職３名分の職員手当等₁₄₉,₀₀₀円を減額。
総務費）
　一般管理費に、「障害者の雇用の促進等に関する法律」による障害者雇用に係る２名分の清掃員賃金₉₆₄,₀₀₀円を計
上。機構改革等に伴う人事異動の調整により、２名分の事務補助員賃金₁,₄₈₈,₀₀₀円を追加。高速道路料金の割引制
度の変更に伴う高速道路通行料₁,₁₁₀,₀₀₀円を追加。国庫補助事業による社会保障・税番号制度の導入に係るシステ
ム整備費負担金₆₆₃,₀₀₀円を追加。
民生費）
　社会福祉総務費に、低所得者に対する国保税軽減措置の拡充などに伴い、国民健康保険特別会計繰出金₂,₆₃₁,₀₀₀
円を追加。
農林水産業費）
　日本型直接支払事業費に、県補助金の追加内示に伴い、継続地区及び新規、延野々部落４地区に係る多面的機能
支払交付金₁,₂₄₇,₀₀₀円を追加。
商工費）
　観光費に、次世代エネルギーの普及と、観光客の利便性向上の取組として電動自動車用急速充電器を１台設置す
るため、設計監理委託料₄₂₁,₀₀₀円と工事請負費₅,₂₄₂,₀₀₀円を計上。
土木費）
　道路新設改良費に、国道・県道４路線に係る改良事業費の増額により、県土木建設事業費負担金₁,₇₃₆,₀₀₀円を追加。
　砂防事業費に、県補助金の追加内示による、２か所分の集落・避難路保全斜面地震対策事業に係る工事請負費
₇,₇₆₀,₀₀₀円を追加。

松野町国民健康保険特別会計
【補正額】21,287,000円（補正後の予算額：₆₃₃,₂₈₇,₀₀₀円）
【主な内容】
人件費）
　人事院勧告分として、一般職２名に係る給料、職員手当等、共済費計₁₈₀,₀₀₀円を追加。人事異動及び会計異動等
に伴う調整により、一般職３名分の人件費₂,₄₉₇,₀₀₀円を減額。
総務費）
　前年度繰越金の２分の１相当額の財政調整基金積立金₆,₁₅₀,₀₀₀円を計上。
保険給付費）
　退職被保険者数が減少した一方で、一般被保険者数が増加したことなどの実績見込により、療養諸費₃,₅₆₅,₀₀₀円
と高額療養費₉,₈₉₁,₀₀₀円をそれぞれ追加。
諸支出金）
　平成₂₅年度における国庫支出金等精算額の確定により、療養給付費等負担金返還金₃,₁₄₃,₀₀₀円を計上。

松野町国民健康保険中央診療所特別会計
【補正額】317,000円（補正後の予算額：₂₈₇,₃₁₇,₀₀₀円）
【主な内容】
人件費）
　人事院勧告分として、一般職₁₂名に係る給料、職員手当等、共済費計₁,₂₃₄,₀₀₀円を追加。人事異動分として、新
規採用、昇給・昇格、会計異動、退職等の調整により、一般職₁₀名に係る人件費₉₁₇,000円を減額。

松野町簡易水道特別会計
【補正額】182,000円（補正後の予算額：₈₆,₁₈₂,₀₀₀円）
【主な内容】
人件費）
　人事院勧告分として、一般職１名に係る給料、職員手当等、共済費計₈₆,₀₀₀円を追加。その他調整により一般職１
名分の給料、共済費計₉₆,₀₀₀円を追加。

松野町介護保険特別会計
【補正額】1,579,000円（補正後の予算額：₇₁₇,₈₄₁,₀₀₀円）
人件費）
　人事院勧告分として、一般職４名に係る給料、職員手当等、共済費計₃₂₀,₀₀₀円を追加。一般職１名の人事異動に
よる人件費₁,₂₅₉,₀₀₀円を追加。
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一般質問
土
居　
一
誠 

議
員

町
村
合
併
を
選
択
し
な
か
っ
た
松
野
町
の
将
来
に
亘
る
行
財

政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

①�

一
時
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
財
政
健
全
化
の
様
子
が
見
え

て
き
た
こ
と
は
、
理
事
者
・
職
員
・
議
会
を
は
じ
め
、
全

町
民
の
理
解
、
協
力
が
あ
っ
た
成
果
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

今
後
の
改
善
、
改
革
へ
の
確
固
た
る
思
い
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

町
長 

答
弁

　

財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の

通
り
、
議
会
を
は
じ
め
全
町
民
一
丸
の
理
解
・
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
成
し
得
る
も
の
で
す
。

　

当
町
で
は
、
昭
和
₆₀
年
以
降
、
第
５
次
に
亘
り
、
行
財
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
行
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
並
び
に
財
政
健
全
化
計
画
等
に
基
づ
く
各
種
改
革
の

継
続
や
、
新
規
地
方
債
発
行
抑
制
策
に
よ
り
、
危
機
的
な
財

政
状
況
か
ら
徐
々
に
回
復
し
、
財
政
指
標
で
あ
る
健
全
化
判

断
比
率
も
問
題
の
な
い
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

地
方
交
付
税
に
依
存
し
て
い
る
財
政
状
況
に
は
変
わ
り
な

く
、
国
・
県
の
動
向
も
更
に
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
の
目
標
で
あ
る
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
、
こ
れ
を
確
実
に

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
数
値
目
標
や
個
別
項
目

な
ど
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、

知
恵
を
絞
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
思
い
切
っ
た
施
策

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
住
民
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
今
後
は
更
に
、
行
政
を
経
営
す
る
と
い
う
新
た
な
視
点

に
立
ち
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
満
足
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ

り
良
く
、
よ
り
効
率
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
や
町
民
協
働

を
推
進
し
て
い
く
改
革
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
時
代
に
沿
っ
た
改
革
・
改
善
を
推
進
し
、
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
元
気
な
松
野
町
を
構
築
す
る
た
め

に
、決
意
を
持
っ
て
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②�

当
町
の
財
政
力
指
数
は
０
・
15
で
あ
り
、
地
方
交
付
税
と

過
疎
債
に
そ
の
大
部
分
を
依
存
す
る
現
在
の
財
政
構
造
の

転
換
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

　

�　

ま
た
、
県
下
一
小
さ
い
町
で
あ
っ
て
も
、
町
民
主
導
の

ま
ち
お
こ
し
が
出
来
る
幸
せ
感
が
あ
れ
ば
、
町
民
の
士
気

を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

町
民
が
意
気
軒
昴
で
あ
れ
ば
、
知
恵
も
湧
き
、
躍
動
し
、

活
気
づ
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
財
政
が
常
に
し
っ
か
り

と
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
財
政
力
を
上
げ
る
に
は
、
全
体
的
な
生
産
力
を
上

げ
、
個
々
の
所
得
が
伸
び
、
担
税
力
の
強
化
に
繋
が
っ
て

こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
町
有
財
産
の
効
率
活
用

に
一
層
の
工
夫
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
財
政
力
を
押
し
上
げ
る
に
は
、
地
方
創
生
に
よ
る
活

性
化
を
図
る
以
外
方
途
は
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

財
政
力
は
、
人
口
や
産
業
構
造
、
所
得
な
ど
、
第
一
次
産

業
を
基
盤
と
す
る
農
山
村
は
、
い
ず
れ
も
低
位
に
あ
り
ま
す

が
、
財
政
力
指
数
は
、
基
準
財
政
需
要
額
に
対
し
て
、
基
準

財
政
収
入
額
の
割
合
で
、
そ
の
差
額
分
が
普
通
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、自
主
財
源
の
乏
し
い
自
治
体
な
ど
、

財
源
の
不
均
衡
を
調
整
し
、
全
て
の
地
方
団
体
が
一
定
の
水

準
を
維
持
し
う
る
財
源
を
保
障
す
る
見
地
か
ら
、
国
税
と
し

て
、
国
が
代
わ
っ
て
徴
収
す
る
地
方
税
で
あ
り
、
地
方
の
固

有
財
源
と
し
て
の
地
方
交
付
税
で
す
。
つ
ま
り
、
自
治
体
の

税
収
等
、
自
主
財
源
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
分
、
普
通
交
付
税

が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
中
で
、
財
政
力
、
い
わ
ゆ
る
税
収
等
が
高

い
分
、
普
通
交
付
税
算
定
の
基
準
財
政
収
入
額
算
定
の
段
階

で
、
標
準
税
収
入
に
対
し
て
、
基
準
税
率
₇₅
％
で
算
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
の
残
り
の
₂₅
％
が
、
当
該
自
治
体
の
留
保
財

源
と
な
り
ま
す
。
財
政
力
の
高
い
市
町
村
は
、
そ
の
財
源
保

留
額
が
自
主
財
源
と
な
り
、
全
体
の
地
方
交
付
税
総
額
が
変

動
し
て
も
、
財
源
保
留
額
は
影
響
を
受
け
な
い
、
安
定
し
た

も
の
と
な
り
ま
す
。

　

財
政
力
を
高
め
る
こ
と
、
財
政
構
造
を
転
換
す
る
た
め
に

は
、
税
収
等
を
高
め
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
特
に
農
山
村

自
治
体
に
お
い
て
は
、
抜
本
的
な
財
政
構
造
の
転
換
は
至
難

な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

農
山
村
の
自
治
体
は
、
自
主
財
源
が
乏
し
い
中
、
国
の
地

方
交
付
税
や
補
助
金
、
そ
の
裏
財
源
に
有
利
な
過
疎
債
を
充

当
し
て
、
一
般
財
源
を
最
小
限
に
押
さ
え
な
が
ら
、
施
策
の

推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
体
質
で
あ
り
、
当
町
で
も

財
政
状
況
は
、
歳
入
面
で
は
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
割
合

が
少
な
く
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出

金
な
ど
の
依
存
財
源
の
割
合
が
高
い
た
め
、
国
の
地
方
財
政
政

策
の
影
響
を
大
き
く
受
け
や
す
い
脆
弱
な
構
造
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
財
政
構
造
の
改
善
を
進
め
る
た

め
に
は
、
自
主
財
源
比
率
の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
、
町
民
全
体
の
所
得
の
底
上
げ
、
並
び
に
企
業
の
立
地
、

地
域
産
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
諸
施
策
の
展
開
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
の
は
言
う
に
及
び
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
主
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
、
付

加
価
値
化
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
始
め
、
商
工
観
光
業
の
活
性
化

や
企
業
誘
致
等
に
よ
る
雇
用
促
進
等
に
よ
り
、
町
の
活
性
化

と
若
者
等
の
定
住
促
進
の
た
め
、
積
極
的
な
諸
施
策
に
つ
い

て
、
行
政
の
プ
ロ
と
し
て
理
事
者
、
職
員
が
知
恵
を
絞
り
、

中
長
期
的
な
立
場
で
、
調
査
・
検
討
・
具
体
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
平
成
₂₈
年

度
末
を
期
限
と
し
て
﹁
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
﹂
を
策

定
し
、
施
設
の
有
効
活
用
を
は
じ
め
、
更
新
、
統
廃
合
、
長

寿
命
化
や
財
産
処
分
に
つ
い
て
も
十
分
な
精
査
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、未
利
用
公
有
地
や
遊
休
財
産
、

老
朽
住
宅
地
等
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
就
労
機
会

の
創
出
や
住
宅
政
策
を
具
現
化
し
、
定
住
、
移
住
の
環
境
整

備
を
総
合
的
に
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
高
齢
化
の

急
速
な
進
展
な
ど
、
我
が
国
の
社
会
構
造
が
大
き
く
転
換
し

一
般
質
問
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一般質問
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
国
策
に
依
存
し
、

国
の
政
策
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
た
行
政
運
営
か
ら
、

自
ら
の
責
任
と
判
断
で
自
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
構
成
す
る
各
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
の

も
と
連
携
・
協
働
し
、
公
共
の
分
野
を
担
い
、
支
え
合
っ
て

い
く
こ
と
が
、
今
後
一
層
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は
₁₁
月
₂₁
日
、
衆
院
で
可
決
さ
れ

て
い
た
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
案
﹂
な
ど
地
方
創

生
関
連
２
法
案
が
参
院
で
も
可
決
さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
﹁
地
方
創
生
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
方
の
活
性

化
と
人
口
減
対
策
の
た
め
の
総
合
戦
略
策
定
に
乗
り
出
し
ま

し
た
。
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
、ひ
と
づ
く
り
、

仕
事
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中

が
続
く
中
で
、
地
方
が
成
長
す
る
活
力
を
取
り
戻
し
、
人
口

減
少
の
抑
止
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
で
は
、﹁
若
い
世
代
の
就
労
・

結
婚
・
子
育
て
の
希
望
の
実
現
﹂、﹁
東
京
１
極
集
中
の
歯
止

め
﹂、﹁
地
域
の
特
性
に
即
し
た
地
域
課
題
の
解
決
﹂
の
基
本

視
点
の
も
と
、

①
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

②
地
方
に
仕
事
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

④
時
代
に
沿
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

⑤
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

の
５
項
目
を
打
ち
出
し
、﹁
縦
割
り
を
排
除
、
個
性
あ
ふ
れ

る
﹃
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
﹄
創
生
の
た
め
、
全
国
ど
こ
で

も
同
じ
枠
に
は
め
る
よ
う
な
手
法
は
採
ら
な
い
﹂﹁
地
方
自

治
体
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
基
本
と
し
、
そ
の
活
気

あ
ふ
れ
る
発
意
を
く
み
上
げ
、
民
間
の
創
意
工
夫
を
応
援
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
特
に
地
方
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を

基
本
と
し
、
国
は
こ
れ
を
応
援
す
る
﹂﹁
国
と
地
方
及
び
地

方
自
治
体
間
で
連
携
・
協
働
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
差

し
た
民
間
の
創
意
工
夫
を
後
押
し
す
る
﹂
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

松
野
町
に
お
い
て
も
、
ま
ち
お
こ
し
・
地
域
お
こ
し
の
絶

好
の
機
会
と
捉
え
、
町
独
自
の
創
意
工
夫
を
打
ち
出
す
と
と

も
に
、
民
間
と
連
携
共
同
し
た
事
業
や
広
域
連
携
に
よ
る
事

業
等
も
積
極
的
に
模
索
し
、国
の
情
報
を
漏
れ
な
く
収
集
し
、

有
効
的
な
財
源
確
保
に
努
め
る
べ
き
鋭
意
努
力
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
版
の
総
合
戦
略
が
努
力
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
現
在

進
め
て
い
る
総
合
計
画
、
地
域
計
画
、
子
育
て
支
援
計
画
や

過
疎
、
山
振
計
画
な
ど
と
整
合
性
の
あ
る
松
野
町
総
合
戦
略

を
策
定
し
、
他
市
町
に
遅
れ
を
取
ら
な
い
対
応
を
肝
に
銘
じ

て
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

③�

地
方
創
生
は
全
国
自
治
体
の
「
知
恵
く
ら
べ
」、「
ま
ち
お

こ
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
優

秀
な
若
い
職
員
の
柔
軟
な
頭
脳
か
ら
、
起
死
回
生
の
す
ば

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
の
訓
練

が
大
事
だ
と
思
わ
れ
る
。
並
行
し
て
全
国
展
開
の
幅
広
く

濃
密
な
人
脈
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
対
策
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

地
方
創
生
は
正
に
、
地
方
の
独
自
性
、
主
体
性
を
基
本
と

し
て
、
頑
張
る
自
治
体
、
智
恵
を
出
す
自
治
体
に
対
し
て
、

国
が
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。　
　

　

行
政
は
、
法
に
基
づ
く
制
約
、
既
成
概
念
、
前
例
主
義
、

公
平
性
な
ど
を
考
え
る
余
り
、
ア
イ
デ
ア
や
先
取
り
、
起
死

回
生
的
な
取
組
が
阻
害
さ
れ
る
面
が
あ
り
ま
す
が
、
職
員
が

思
い
切
っ
た
発
想
と
、
意
欲
と
責
任
を
持
っ
て
、
リ
ス
ク
を

恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
政
も
議
会

も
町
民
も
共
に
、
前
向
き
へ
、
理
解
と
協
力
の
土
壌
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　

松
野
町
は
、
歴
代
の
理
事
者
、
議
会
、
町
民
性
と
し
て
、

県
下
に
誇
る
先
進
的
な
個
性
を
活
か
し
た
誇
り
と
愛
着
の
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
小
さ
い
な
が
ら
も
キ
ラ
リ

と
輝
く
美
し
く
、
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
、
元
気
な
森
の
国
松
野

町
を
築
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
民
性
と
一
体
感
を
大
き
な
力
と
し
て
、﹁
森
の
国

輝
け
る
未
来
づ
く
り
﹂
の
た
め
に
、
職
員
と
一
体
に
な
っ
て

英
知
を
結
集
し
、
汗
を
か
き
、
将
来
を
展
望
し
な
が
ら
、
付

託
に
応
え
る
つ
も
り
で
す
。

　

松
野
町
で
は
、
平
成
８
年
に
﹁
松
野
町
職
員
提
案
制
度
﹂

要
綱
を
制
定
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
今
後
積
極
的
な
活
用
を
周
知
し
、
意
見
や
考
え

方
を
聴
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
度
、
予
算
編
成
へ
向
け
て
、
理
事
者
と
職
員

が
問
題
意
識
や
行
政
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
中
か
ら
、
ア
イ

デ
ア
や
創
意
工
夫
、
特
色
あ
る
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
施
策
、

事
業
、
予
算
等
に
つ
い
て
、
提
案
、
要
求
す
る
チ
ャ
ン
ス
に

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

定
例
庁
議
も
毎
月
開
催
し
、
そ
の
中
で
も
諸
問
題
の
協
議

や
提
言
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
重
要
案
件
等
に
つ

い
て
は
、
班
長
級
の
意
見
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
る
検
討
会

や
定
住
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
設
置
し
て
お
り
、
そ

の
他
の
主
要
案
件
に
つ
い
て
も
、
課
長
級
だ
け
で
な
く
若
い

職
員
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
、今
後
も
積
極
的
に
意
見
、

提
言
を
出
せ
る
場
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

人
脈
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
ま
で
は
、
愛
媛
県
大

阪
事
務
所
に
主
任
級
職
員
を
実
務
研
修
生
と
し
て
２
年
間
派

遣
し
、
近
畿
圏
に
お
け
る
経
済
界
や
、
医
療
関
係
、
行
政
関

係
等
と
の
パ
イ
プ
も
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
、
情
報
交
流
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
人
会
や
、
経
済
同
友
会
、
物
産
展
、
全
国

源
流
サ
ミ
ッ
ト
、
森
の
国
応
援
団
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
、

各
界
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
と
の
交
流
、
県
内
大
学
や
北
宇
和
高

校
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
講
話
、
キ
ャ
リ
ア
講
座
な

ど
、
職
員
と
一
緒
に
松
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
、
文
化

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
情
報
発
信
し
、
若
い
世
代
に
関
心
を

持
っ
て
頂
き
、
つ
な
が
り
を
深
め
る
機
会
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
県
庁
職
員
と
の
相
互
交
流
や
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
・
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
・
広
域
事
務
組
合

へ
の
派
遣
等
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
培
っ
た
人
脈
や
経
験

が
将
来
の
松
野
町
に
役
立
つ
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
諸
関
係
部
署
で
の
派
遣
・
交
流
事
業
の
情
報
を

把
握
し
、
積
極
的
に
人
脈
や
知
識
取
得
の
た
め
進
め
て
い
き
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一般質問
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
尾　
重
利 

議
員

日
本
型
農
地
支
払
制
度
に
つ
い
て

①�

食
料
の
生
産
だ
け
で
な
く
、
景
観
の
保
全
水
資
源
の
か
ん

養
な
ど
農
業
の
多
面
的
機
能
を
維
持
発
揮
す
る
た
め
の
地

域
活
動
、
営
農
活
動
を
支
援
す
る
と
な
っ
て
お
り
、
内
容

は
次
の
４
項
目
の
支
援
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

１　

農
地
維
持
支
払

　

２　

資
源
向
上
支
払

　

３　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

　

４　

環
境
保
全
型
支
払

　

�

こ
の
制
度
は
国
が
５
年
後
に
検
証
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
松
野
町
の
取
組
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長 

答
弁

　

国
の
基
幹
と
な
る
農
業
と
、そ
の
担
い
手
で
あ
る
農
村
は
、

食
料
の
供
給
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵

養
、
景
観
の
形
成
な
ど
多
く
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
利
益
は
、
広
く
国
民
全
体
が
享
受
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
本
町
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
で
は
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害

の
増
加
、農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
様
々
な
問
題
が
発
生
し
、

地
域
の
活
力
が
徐
々
に
奪
わ
れ
、
住
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
き
た
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
国
で
は
、
農
業
が
有
す
る
多
面
的
機
能
を
維
持

し
、
農
村
に
活
力
を
蘇
ら
せ
る
た
め
、
従
来
の
制
度
を
充
実

強
化
し
た
日
本
型
直
接
支
払
制
度
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
日
本
型
直
接
支
払
制
度
は
４
種
類
の
支
援
策
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
ひ
と
つ
目
の
支
援
策
と
し
て
、
昨
年
度
ま
で
実
施

し
て
い
た
﹁
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
﹂
が
拡
充
さ
れ
て
名

称
変
更
と
な
っ
た
﹁
多
面
的
機
能
支
払
﹂
で
は
、﹁
農
地
維

持
支
払
﹂
と
﹁
資
源
向
上
支
払
﹂
の
２
本
立
て
で
交
付
金
が

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
﹁
農
地
維
持
支
払
﹂
は
、
農
地
の
法
面
の
草
刈

り
や
水
路
の
泥
上
げ
、
農
道
の
路
面
維
持
な
ど
日
常
的
な
活

動
が
対
象
と
な
り
、
田
で
は
₁₀
ａ
あ
た
り
３
，
０
０
０
円
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
、
祝
井
、
吉
野
、
真
土
、
鈴
井

の
４
地
区
が
取
り
組
ん
で
お
り
、
交
付
金
額
は
国
、
県
と
町

負
担
分
を
合
わ
せ
て
１
，
１
６
４
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
同
じ
く
﹁
資
源
向
上
支
払
﹂
に
つ
い
て
は
、
水
路
、

農
道
、
た
め
池
な
ど
の
軽
微
な
補
修
や
植
栽
に
よ
る
景
観
形

成
が
対
象
と
な
る
﹁
共
同
活
動
﹂
に
₁₀
ａ
あ
た
り
１
，
５
０

０
円
、
老
朽
化
し
た
農
業
用
施
設
の
補
修
や
更
新
が
対
象
と

な
る
﹁
長
寿
命
化
﹂
に
は
４
，４
０
０
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

本
町
で
は
、﹁
共
同
活
動
﹂
に
祝
井
、
吉
野
、
真
土
、
鈴
井

の
４
地
区
、﹁
長
寿
命
化
﹂
に
は
祝
井
と
吉
野
の
２
地
区
が

取
り
組
ん
で
お
り
、
交
付
金
額
は
合
計
１
，
７
９
５
，
０
８

０
円
で
す
。

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
、
延
野
々
部
落
内
の
４
地
区
か
ら
新

規
に
取
り
組
み
を
開
始
し
た
い
と
の
要
望
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。具
体
的
に
は
、延
野
々
環
境
保
全
会
、溝
田
環
境
保
全
会
、

五
郎
丸
地
域
資
源
保
全
会
、
古
井
谷
環
境
保
全
会
の
４
地
区

の
活
動
組
織
で
、
う
ち
古
井
谷
環
境
保
全
会
は
﹁
農
地
維
持

支
払
﹂
に
、
延
野
々
環
境
保
全
会
、
溝
田
環
境
保
全
会
、
五

郎
丸
地
域
資
源
保
全
会
の
３
組
織
は
﹁
農
地
維
持
支
払
﹂
に

加
え
て
﹁
資
源
向
上
支
払
﹂
の
﹁
長
寿
命
化
﹂
に
取
り
組
む

計
画
で
す
。

　

３
番
目
の
﹁
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
﹂
に
つ
い
て
は
、

平
成
₁₂
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
が
第
３
期
対

策
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
中
山
間

地
域
の
中
で
生
産
条
件
が
不
利
な
傾
斜
地
で
農
業
を
継
続
す

る
た
め
に
、
平
地
と
の
生
産
経
費
の
格
差
を
補
填
す
る
も
の

で
、
最
大
で
₁₀
ａ
あ
た
り
２
１
，
０
０
０
円
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
本
町
で
は
、
₂₀
地
区
で
計
５
１
６
戸
の
農
家
が
参
加
し

て
お
り
、
対
象
面
積
は
田
と
畑
を
合
わ
せ
て
約
２
２
０
ha
、

交
付
金
額
は
約
３
６
，
６
５
０
，
０
０
０
円
に
上
り
、
農
地

や
農
業
施
設
の
保
全
管
理
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
に
大

き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
と
も
に
、
農
家
の
営
農
意
欲

の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

４
番
目
の
﹁
環
境
保
全
型
支
払
﹂
は
、
有
機
減
農
薬
農
法

と
セ
ッ
ト
で
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全

に
取
り
組
む
場
合
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
松

野
町
で
は
取
組
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
は
非
常
に
複
雑

な
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
対
象
事
業
や
交
付
金
額
も
種
類
に

よ
っ
て
違
っ
て
い
て
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
実
際
に
取
り
組
む

場
合
に
は
理
解
し
づ
ら
い
面
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
町

で
は
、
制
度
の
趣
旨
や
内
容
を
広
く
町
内
の
部
落
や
組
、
水

利
組
合
等
に
周
知
し
、
希
望
す
る
組
織
に
は
担
当
課
か
ら
さ

ら
に
詳
細
を
説
明
し
て
、
地
元
の
実
情
に
合
っ
た
支
援
内
容

を
地
元
と
と
も
に
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
が
創
設
さ
れ
た

目
的
は
、
農
業
と
農
村
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
持
続
し
つ

つ
、
貴
重
な
農
地
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
集
落

が
本
来
有
し
て
い
る
多
様
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
す
る
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。こ
の
こ
と
は
、

中
山
間
地
域
の
農
業
振
興
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
、
本

町
に
と
っ
て
も
利
用
価
値
の
高
い
事
業
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

加
藤　
康
幸 

議
員

定
住
促
進
施
策
推
進
の
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
国
で

は
過
疎
地
域
支
援
の
た
め
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
問
題
の
打
開
策
の
一
つ
と
し
て
、
定
住
促
進
の
推
進
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

定
住
環
境
の
整
備
、
促
進
及
び
地
域
活
性
化
の
た
め
の
機
運

醸
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
町
と
し
て
は
、
次

の
２
点
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組
を
な
さ
れ
る
の
か

問
い
た
い
。

①�

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
事
業
の
展
開
に
つ
い
て

町
長 

答
弁

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
こ
れ
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一般質問
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
は
集
落
の
維
持
・
活
性
化
が
、
ま
た
、

町
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は
、
行
政
、
民
間
、
住
民
の
地
域

力
を
結
集
す
る
こ
と
が
、
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

行
政
が
主
導
し
て
き
た
時
代
か
ら
、
特
に
南
予
い
や
し
博

を
契
機
と
し
て
、
わ
が
町
固
有
の
資
源
な
ど
を
生
か
し
た
、

体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
観
光
産
業

お
こ
し
、
手
作
り
特
産
品
や
農
村
型
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
住

民
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
関
係
団
体
に
よ
る
実
行
委
員

会
な
ど
、
住
民
主
体
、
協
働
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
の
取
組

が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
は
、何
よ
り
も
力
強
い
限
り
で
す
。

　

こ
の
動
き
を
更
に
助
長
し
、
行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
、
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
当
然
力
を
入
れ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
民
間
、
住
民
を
主
体
に
行
政
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
す
る
、
あ
る
い
は
協
働
で
一
体
と
な
っ
て
行
う
も

の
な
ど
、
知
恵
と
汗
、
パ
ワ
ー
を
結
集
し
て
、
森
の
国
の
輝

け
る
未
来
づ
く
り
、
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
町
づ
く
り
の
推

進
に
よ
り
、
地
方
創
生
の
流
れ
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
づ
く
り
活
動
で
は
、
愛
媛
県
の
補
助
を
受
け
、

蕨
生
・
奥
野
川
地
区
で
地
域
活
動
組
織
構
築
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
両
地
区
で
の
共
通
課
題
を
整
理
し
、
単
独

で
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
協
働
し
て

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
継
続
並
び
に
更
な
る
発
展
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　

両
地
域
の
活
動
は
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
で
、
こ
の
事
業
の
成
果
を
今
後
の
地
域
活
動
推
進
に
活
か

し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
実
践
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

期
待
を
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
町
で
は
、
平
成
₂₂
年
度
よ
り
﹁
松
野
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
﹂
を
制
定
し
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
た
活
動
を
支
援
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
町
づ
く
り
事
業
、
人
づ
く
り
事
業
、
地
域
計

画
推
進
事
業
の
大
き
く
３
つ
の
事
業
区
分
に
分
か
れ
て
お

り
、
地
域
資
源
の
活
用
、
地
域
振
興
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、

地
域
の
環
境
美
化
・
保
全
事
業
、
地
域
の
定
住
促
進
、
地
域

の
担
い
手
や
伝
統
・
文
化
を
継
承
す
る
な
ど
の
人
材
育
成
、

地
域
間
交
流
事
業
等
の
補
助
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
事
業
を

開
始
し
た
平
成
₂₂
年
度
は
５
件
の
実
績
で
し
た
が
、
平
成
₂₅

年
度
に
は
₁₂
件
の
実
績
と
な
り
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
で
は
、
住
み
よ
い
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
、
そ
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
ひ
と
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
将
来
像
を
描
い
た
地
域
計
画

の
推
進
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
に
お
い
て
は
、
過
疎
対
策
ソ
フ
ト
事
業
に

よ
り
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
て
お
り
、
今
後
も
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
本
事
業
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
移
住
促
進
の
た
め
の
施
策
の
展
開
に
つ
い
て

町
長 

答
弁

　

町
で
は
、
本
年
６
月
に
定
住
促
進
条
例
を
制
定
し
、
新
築

住
宅
へ
の
助
成
を
行
い
、
新
規
転
入
者
及
び
町
内
外
在
住
の

若
い
夫
婦
の
生
活
拠
点
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
に
向
け
て
、
定
住
対
策
や
移
住
施
策
を
推
進
す
る

中
で
、
既
存
の
住
宅
関
連
補
助
事
業
に
加
え
、
住
宅
用
地
や

中
古
住
宅
の
取
得
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
等
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
環
境
の
整
備
も
移
住
の
た
め
の
重
要
な
施

策
で
、
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
、
子
ど
も
医
療
費
や
予
防
接

種
費
用
の
無
料
化
に
加
え
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
共
に
、
移
住
交
流
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
は
じ
め
、
若
者
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
も
移
住

促
進
に
結
び
付
く
取
組
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
産
業
振
興
や
企
業
誘
致
対
策
も
定
住
・
移
住

促
進
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
新
規
就
農
や
耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
の
事
業
を
実
施

す
る
と
共
に
、
新
規
立
地
企
業
又
は
既
存
企
業
の
増
設
に
伴

う
雇
用
奨
励
支
援
等
を
推
進
し
、
定
住
・
移
住
を
促
す
た
め

の
条
件
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
₂₆
年
度
か
ら
導
入
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
て
お

り
、
町
で
は
、
本
年
４
月
に
２
名
の
隊
員
に
協
力
隊
と
し
て

の
委
嘱
を
行
い
、
農
業
再
生
を
中
心
と
し
た
事
業
が
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
力
隊
の
任
期
は
１
年
更
新
、
最
長
３
年
ま
で
の
継

続
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
で
は
、
任
期
終
了
後
の

隊
員
の
７
割
が
定
住
す
る
な
ど
、
地
域
の
担
い
手
確
保
と
同

時
に
若
年
者
の
移
住
策
と
し
て
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
、
定
住
促
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て

　
地
域
経
済
活
性
化
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
町
で
は
「
ぽ
っ

ぽ
温
泉
」
の
大
規
模
改
修
に
着
手
し
、
集
客
力
ア
ッ
プ
と
経

営
収
支
改
善
を
図
る
計
画
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
事

業
を
た
だ
単
に
施
設
の
更
新
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
我

が
町
の
玄
関
先
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
全

体
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
起
爆
剤
と
す
る
た
め
に
、
次
の

点
に
つ
い
て
町
長
の
基
本
的
な
考
え
方
を
問
い
た
い
。

①�

Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
周
辺
の
整
備
・
松
丸
商
店
街
の
集
客
力
の
向

上
と
活
性
化
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

町
長 

答
弁

　

地
域
活
性
化
を
考
え
る
場
合
、
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
及
び
周
辺
商

店
街
の
賑
わ
い
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
を
本
町
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
位

置
づ
け
て
お
り
、
全
国
で
も
珍
し
い
、
駅
に
あ
る
温
泉
施
設

と
し
て
整
備
す
る
な
ど
、
町
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設

と
し
て
活
用
し
て
お
り
、
観
光
案
内
所
と
し
て
の
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
や
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
拠
点
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
貴
重
な
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
予
土
線
を
、
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一般質問
観
光
交
流
の
視
点
か
ら
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
そ

の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
予
土
線
ぽ
っ
ぽ
音
楽
祭
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
丸
商
店
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
の
活
性

化
策
の
一
つ
と
し
て
、
駅
前
軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
て
お
り
、

賑
わ
い
創
出
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
町
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
町

外
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
予
土
線
の
利
用
促
進
に
も
繋
が
り
、
集
客
の

見
込
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
地
域
活
性
化
の
取
組
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
例
え
ば
、
ま
ち
な
か
再
生
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
空
き
店

舗
と
な
っ
て
い
る
建
物
に
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
よ
る
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ア
ト
リ
エ
・
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
魅
力
的
な
店
舗

を
誘
致
す
る
な
ど
、
世
代
を
問
わ
ず
、
ま
ち
な
か
で
過
ご
せ

る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
も
、
居
住
者
を
呼
び
戻
す
こ
と

に
繋
が
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
し
、
景
観
に
も
配
慮
し

た
建
物
や
土
地
の
有
効
活
用
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ぽ
っ
ぽ
温
泉
の
大
規
模
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
集
客
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
効
果
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
薪
を
供
給
す
る
仕
組
み
づ

く
り
の
核
と
な
る
﹁
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
薪
を
供
給
す
る
対
価
と
し
て
の
地
域
通

貨
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
商
店
へ
の
購
買
促
進

を
図
り
、
地
産
地
消
の
地
域
内
循
環
を
推
進
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ツ
ア
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
設
置
す
る
取
組
を

検
討
し
て
お
り
、
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
来
年
２
月
に

は
﹁
森
の
国
ま
つ
の
歴
史
探
訪
戦
国
絵
巻
ツ
ア
ー
﹂
と
し
て

史
跡
河
後
森
城
や
松
丸
街
道
な
ど
の
歴
史
文
化
資
源
や
観
光

資
源
を
巡
る
ガ
イ
ド
付
き
の
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
資
源
を
活
用
し
た
着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成

に
努
め
、
活
性
化
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②�

虹
の
森
公
園
「
か
ご
も
り
市
場
」
の
集
客
力
の
向
上
を
は

じ
め
、
観
光
・
交
流
施
設
・
歴
史
文
化
資
源
と
の
連
携
に

つ
い
て

町
長 

答
弁

　

先
般
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
し
た
虹
の
森
公
園
﹁
か

ご
も
り
市
場
﹂
で
す
が
、
以
前
の
屋
外
型
か
ら
屋
内
型
の
販

売
所
と
な
り
、
商
品
管
理
面
や
快
適
な
買
い
物
環
境
が
確
保

さ
れ
、
現
場
、
出
荷
者
、
利
用
者
共
に
好
評
を
頂
い
て
お
り
、

ま
た
、
ガ
ラ
ス
工
房
や
特
産
品
販
売
所
を
融
合
さ
せ
た
こ
と

で
新
た
な
販
売
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

集
客
力
向
上
の
契
機
と
し
て
、
新
し
い
﹁
変
わ
り
野
菜
﹂

の
出
荷
を
推
進
し
て
お
り
、
野
菜
苗
や
種
の
配
布
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
か
ご
も
り
市
場
に
し
か
な
い
、
か
ご
も
り

市
場
に
行
け
ば
こ
ん
な
変
わ
り
野
菜
が
あ
る
と
い
っ
た
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
は
、
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
そ
の
地
域
の
観
光
や
交
流
施
設
、
歴
史
文
化

資
源
を
紹
介
す
る
有
効
な
場
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ
、
か
ご
も
り
市
場
内
に
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
地
域
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
来
訪
者
等
に

提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

森
の
国
松
野
な
ら
で
は
の
、
観
光
資
源
や
歴
史
文
化
資
源

な
ど
の
情
報
を
、
き
ち
ん
と
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
だ

ま
だ
本
当
に
知
ら
れ
て
い
な
い
松
野
の
魅
力
創
出
に
繋
が

り
、
引
い
て
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

着
地
型
ツ
ア
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
取
組
と
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
一
体
的
に
外
向
き
に
販
売
、
発
信
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
よ
り
活
性
化
が
加
速
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
岡　
健
治 

議
員

地
域
活
性
化
へ
の
取
組
に
つ
い
て

①�

年
齢
を
問
わ
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
活
用
が
高
ま
っ
て
い
る
現
在
、
情
報
通
信
基
盤
が
整
備

さ
れ
て
い
る
町
内
に
お
い
て
も
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ

イ
）
を
利
用
で
き
る
エ
リ
ア
を
広
げ
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
徳
島
県
神
山
町

が
行
っ
て
い
る
地
域
活
性
化
の
事
例
を
踏
ま
え
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

近
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
家
庭
か
ら
の
接
続
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
い
っ
た
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
の
接
続
が

増
加
し
て
い
る
中
、
来
訪
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、﹁
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
﹂
を
提
供
し
て
い
る
店
舗
や
公

共
施
設
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
も
、
県
が
推
進
す
る
え
ひ
め
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

―
Ｆ
ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
虹
の
森
公
園
で
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
、
そ
の
他
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
主
要
施
設
へ

の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
徳
島
県
神
山
町
の
事
例
も
情
報
通
信
環
境
が
前
提

と
な
っ
た
地
域
活
性
化
の
取
組
と
し
て
参
考
と
な
る
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
も
活
性

化
策
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
と
し
て
は
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
具
体
的
な
導

入
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
共
施
設
へ
の
設
置
要
望
で
あ

る
と
か
、
導
入
自
治
体
に
お
け
る
利
用
状
況
、
費
用
対
効
果
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
等
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
実
施
し
た
上
で
、
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
拠
点
及
び
防
災
拠
点
に
お
け
る
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
の
補
助
事
業
の
創
設
も
国
が
進
て
お
り
、

今
後
、
地
域
防
災
情
報
伝
達
、
ま
た
、
観
光
対
策
と
し
て
の

地
域
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
基
本
と
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
こ
う
い
っ
た
環
境
整
備
が
人
を
呼

び
込
む
地
域
活
性
化
に
繋
が
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

基
本
的
な
考
え
と
し
て
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る

上
で
の
通
信
範
囲
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
よ
う
な
施
設
ご
と

の
﹁
点
﹂
で
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
、﹁
線
﹂
ま
た
は
﹁
面
﹂

で
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
民
間
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
と
し
て
も

主
体
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
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稲
田　
　
溜 

議
員

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

　
日
本
の
農
業
は
、
担
い
手
不
足
と
高
齢
化
に
よ
り
、
地
域

農
業
や
地
域
社
会
に
関
わ
る
人
材
確
保
や
育
成
を
す
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
、
本
町
に
お

い
て
も
然
り
で
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
や
他
業
種
か
ら
参
入
に
よ

る
新
規
就
農
者
の
な
い
限
り
、
地
域
農
業
が
衰
退
し
、
農
業

を
基
幹
と
し
て
成
立
し
て
い
る
地
域
社
会
の
崩
壊
に
繋
が
り

か
ね
な
い
。

　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
営
農
面
で

の
担
い
手
づ
く
り
、
農
地
の
集
積
で
あ
る
が
、
一
方
、
棚
田

の
多
い
山
間
部
の
農
地
で
は
、
担
い
手
の
確
保
が
困
難
で
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
も
考
え
ら
れ
る
。
農
業
は
、
食
糧
生
産

だ
け
で
な
く
、
多
面
的
機
能
を
も
つ
と
い
わ
れ
重
要
な
基
幹

産
業
で
あ
る
。
農
林
業
の
再
生
・
振
興
を
願
っ
て
、
次
の
視

点
で
質
問
し
た
い
。

①�

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
や
進
捗
状

況
と
こ
れ
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て

町
長 

答
弁

　

本
町
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
は
、
住
民
の
生
活
や
文
化
が

稲
作
と
と
も
に
営
々
と
築
か
れ
て
き
た
瑞
穂
︵
み
ず
ほ
︶
の

国
の
象
徴
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
と
担
い
手
不
足
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
増
加
、
農
産

物
価
格
の
低
迷
な
ど
の
問
題
に
よ
っ
て
地
域
の
活
力
が
低
下

し
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の
も
の
が
存
続
の
危
機
に
瀕
し

て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
現
状
を
打
破
す
る
に
は
、
地
域
の

根
幹
を
支
え
る
生
命
線
で
あ
る
農
業
を
、何
と
か
し
て
維
持
、

発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
担
い
手
と
農
地
と
い
う
問
題
を
解

決
す
る
処
方
箋
を
、
地
域
の
営
農
者
の
総
意
を
も
っ
て
策
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
本
町
で
は
松
丸
地
区
、
目
黒
地
区
、

吉
野
生
地
区
の
３
カ
所
で
策
定
作
業
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
た
ば
か
り
の
状
態
で
あ
り
、
今
後

は
実
際
に
個
々
の
農
地
に
担
い
手
を
張
り
付
け
て
い
く
作
業

を
進
め
て
い
き
、
実
効
性
の
あ
る
人
と
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
経
営
規
模
が
零
細
な
農
家
と
、
条
件
の
悪
い
小
規

模
農
地
が
多
い
本
町
の
農
業
経
営
環
境
を
踏
ま
え
る
と
、
国

が
想
定
す
る
よ
う
な
農
地
の
集
積
は
簡
単
で
は
な
い
と
判
断

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
導
、
支

援
も
受
け
な
が
ら
、
受
け
手
と
出
し
手
の
発
掘
と
調
整
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
最
近
の
情
勢
と
し
て
は
、
農
地
開
発
団
地
の
耕
作

放
棄
地
や
水
田
の
裏
作
、
転
作
に
、
法
人
経
営
に
よ
る
大
規

模
な
野
菜
生
産
事
業
が
進
出
し
て
い
る
ほ
か
、
高
級
和
菓
子

メ
ー
カ
ー
へ
の
農
産
物
の
安
定
供
給
も
計
画
さ
れ
る
な
ど
、

新
た
な
担
い
手
、
新
た
な
需
要
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
民
間
資
本
に
よ
る
事
業
展
開
と
の
連
携
を
強
化
し

て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
現
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

②
人
材
の
確
保
と
育
成
支
援
体
制
に
つ
い
て

町
長 
答
弁

　

少
子
化
の
進
行
と
価
値
観
の
多
様
化
の
中
で
農
村
部
に
住

む
若
者
の
数
が
減
り
、
農
家
の
子
息
が
そ
の
ま
ま
農
業
を
引

き
継
い
で
農
地
を
管
理
す
る
こ
と
に
限
界
が
生
じ
て
お
り
、

新
た
な
担
い
手
を
町
外
か
ら
導
き
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
町
で
も
、
農
業
に
取
り
組
ん
で
間
も
な
い

青
年
就
農
者
２
人
に
対
し
、
年
間
１
，
５
０
０
，
０
０
０
円

の
青
年
就
農
給
付
金
を
給
付
し
て
独
立
営
農
を
支
援
し
た
ほ

か
、本
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
毎
年
数
名
採
用
し
、

将
来
的
に
は
桃
の
生
産
を
担
う
中
核
農
家
に
育
成
す
る
と
い

う
戦
略
を
立
て
て
い
ま
す
。
本
年
度
採
用
の
第
１
期
生
２
名

に
つ
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
農
業
の
経
営
能
力
は

未
知
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
地
元
に
溶
け
込
ん
で

勉
強
を
続
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は
最
長
３
年
間
で
あ

り
ま
す
が
、
松
野
町
農
林
公
社
が
実
施
す
る
既
存
の
農
業
研

修
制
度
の
２
年
間
も
含
め
て
、
５
年
間
の
研
修
期
間
を
も
っ

て
独
り
立
ち
し
て
も
ら
う
よ
う
に
期
待
し
て
お
り
、
行
政
と

し
て
も
後
継
者
確
保
の
有
力
な
手
段
と
し
て
、
積
極
的
に
指

導
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
山
間
地
域
（
棚
田
等
）
の
支
援
対
策
に
つ
い
て

町
長 

答
弁

　

棚
田
な
ど
山
際
に
点
在
す
る
よ
う
な
小
規
模
農
地
は
、
一

般
的
に
生
産
性
が
低
く
耕
作
に
不
利
な
条
件
で
は
あ
り
ま
す

が
、
経
済
効
率
だ
け
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
面
的
機

能
の
必
要
性
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
守
る
べ
き
農
地
は

し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　

　

先
日
、
奥
内
の
遊
鶴
羽
地
区
で
開
催
さ
れ
た
﹁
棚
田
ま
つ

り
﹂
で
は
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
地
元
の
方
々
と
の
交

流
が
深
ま
り
、
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
大

き
な
活
力
と
自
信
を
得
た
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
美
し
い
農
山
村
の
景
観
と
、
そ
こ
で
営
ま

れ
る
豊
か
で
穏
や
か
な
暮
ら
し
が
、
次
の
世
代
に
も
引
き
継

が
れ
る
よ
う
に
、
先
ほ
ど
の
日
本
型
直
接
支
払
制
度
な
ど
利

用
で
き
る
も
の
は
積
極
的
に
導
入
し
、
農
作
業
支
援
に
つ
い

て
は
農
林
公
社
の
ア
グ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
、
有
害
鳥
獣
対

策
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
息
吹
に
大
い
に
活
躍
を
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
地
元
と
の
連
携
協
力
と
役
割
分
担
の
も

と
、
貴
重
な
資
源
で
あ
る
農
地
の
存
続
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

④�

全
国
源
流
の
郷
協
議
会
の
提
言
は
す
ば
ら
し
く
、「
源
流

の
郷
を
守
る
こ
と
は
、
国
土
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。」
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
提
言
を
ど
う
考
え
、
実
践
さ
れ
る
の

か
。

町
長 

答
弁

　
﹁
全
国
源
流
の
郷
協
議
会
﹂
が
こ
の
ほ
ど
取
り
ま
と
め
た

﹁
源
流
白
書
﹂
で
は
、
過
疎
化
高
齢
化
の
進
展
、
自
然
環
境

の
悪
化
な
ど
の
問
題
は
、
源
流
域
の
み
な
ら
ず
下
流
の
都
市
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一般質問
部
、
ひ
い
て
は
国
全
体
の
危
機
で
あ
る
と
問
題
提
起
し
、
源

流
域
の
持
つ
文
化
や
価
値
と
と
も
に
、
食
料
を
供
給
し
国
土

を
保
全
す
る
役
割
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
い
う
提
言
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
年
前
に
こ
の
協
議
会
に
参
加
し
た
本
町
も
、
こ
の
白
書

に
示
さ
れ
た
内
容
に
強
く
賛
同
し
行
動
を
共
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
以
前
か
ら
本
町
が
進
め
て
き
た
﹁
森
の
国
﹂
の
ま
ち

づ
く
り
戦
略
と
本
質
的
に
は
同
じ
も
の
、
延
長
線
上
に
あ
る

も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

今
話
題
に
な
っ
て
い
る
﹁
地
方
消
滅
﹂
と
い
う
書
籍
の
中

で
、
消
滅
の
可
能
性
が
高
い
自
治
体
と
し
て
５
２
３
の
市
町

村
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
本
町
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
大
都
市
で
は
高
齢
化
が
急
激
に
進
展
す
る
と

と
も
に
所
得
格
差
が
広
が
り
、
結
婚
や
出
産
、
育
児
が
困
難

に
な
る
と
も
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
る
と
き
、
日
本
と
い
う
国
の
中

で
本
町
が
生
き
残
る
方
策
、
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役

割
は
、
お
の
ず
か
ら
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
美
し
い
森
林
や
田
畑
が
広
が
る
森
の
国
、
松
野

町
の
貴
重
な
地
域
資
源
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
や
文
化
に

磨
き
を
か
け
て
、
地
域
の
住
民
も
町
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客

も
、
老
若
男
女
が
安
心
し
て
楽
し
く
、
未
来
に
希
望
を
も
っ

て
過
ご
せ
る
桃
源
郷
を
作
る
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
源
流
域
を
は
じ
め
と
す
る
農
山
村
に
は
、
こ
れ
ま

で
受
け
持
っ
て
い
た
食
料
の
供
給
、
国
土
の
保
全
な
ど
の
役

割
に
加
え
て
、
人
間
の
再
生
と
い
う
大
き
な
使
命
が
加
わ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
若
い
人
た
ち
が
美
し
い
自

然
の
中
で
の
び
の
び
と
生
活
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
て
い
く
と
い
う
環
境
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
し
て
経
済
効

率
だ
け
に
依
存
し
な
い
豊
か
な
人
間
性
と
地
域
社
会
を
回
復

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤
松　
紀
幸 

議
員

高
齢
者
の
生
活
対
策
に
つ
い
て

　
本
町
で
は
、人
口
４
，３
０
１
人（
平
成
26
年
３
月
末
現
在
）

の
う
ち
、
高
齢
者
は
１
，
６
９
５
人
で
高
齢
化
率
39
・
４
％

と
超
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
こ
れ
に
関
す

る
施
策
は
、
町
政
の
最
重
要
施
策
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
者
に
と
っ
て
貴
重
な
収
入
源
で
あ

る
年
金
は
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
の
反
面
医
療
費
や
介
護
保
険

料
、
国
保
料
等
の
負
担
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
年
金
生

活
者
の
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
が
増
し
て
い
く
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

①�

本
町
の
年
金
生
活
者
の
受
給
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長 

答
弁

　

日
本
年
金
機
構
に
よ
る
平
成
₂₆
年
３
月
₃₁
日
現
在
の
厚
生

年
金
及
び
障
害
年
金
と
遺
族
年
金
を
含
む
国
民
年
金
等
の
受

給
者
数
は
２
，
４
７
４
名
で
あ
り
、
年
金
総
額
は
₁₉
億
９
，

３
３
１
万
７
，
７
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
₂₆
年
３
月
₃₁
日
現
在
の
松
野
町
の
₆₅
歳
以
上

の
人
口
は
１
，
７
１
８
名
で
あ
り
、
収
入
ベ
ー
ス
で
み
た
年

金
受
給
者
数
は
、
₈₀
万
円
以
下
の
人
が
６
８
６
名
、
₈₀
万
円

以
上
１
２
０
万
円
以
下
の
人
が
４
６
３
名
、
１
２
０
万
円
以

上
１
９
０
万
円
以
下
の
人
が
３
５
６
名
、
１
９
０
万
円
以
上

の
人
が
２
１
３
名
で
、
そ
の
う
ち
年
金
収
入
以
外
の
収
入
が

あ
る
人
が
７
４
２
名
お
り
、
年
金
以
外
の
収
入
の
あ
る
人
は

全
受
給
者
数
の
う
ち
₄₃
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②�

高
齢
者
の
働
く
場
づ
く
り
や
年
金
者
の
生
活
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長 

答
弁

　

高
齢
者
が
働
く
場
、
そ
れ
は
長
い
人
生
の
中
で
培
っ
て
き

た
豊
か
な
知
識
や
経
験
、技
能
等
を
活
か
せ
る
場
所
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
一
番
で
あ
り
、
生
き

生
き
と
働
く
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

出
番
を
見
い
だ
し
、
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
な
り
、
所
得
が
向
上
す

れ
ば
、
後
継
者
育
成
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
高
齢
者
、
年
金
生
活
者
の
実
態
と
し
て
、
何
ら
か

の
収
入
が
あ
る
人
を
見
た
場
合
に
、
や
は
り
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
で
の
収
入
が
あ
る
人
の
割
合
が
高
い
と
捉
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
農
林
業
が
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
豊
か
な
知
恵
や
経
験
、
技
能
等
を
活
か
す
機

会
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
結
果
、
貴
重
な
収

入
源
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
は
年
金
収
入
の
低
い
階
層
の
人
の
割
合
が

高
く
、
今
後
、
町
と
し
て
も
何
ら
か
の
手
助
け
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
取
組
と
し
て
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
庭

先
農
業
な
ど
の
技
術
指
導
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
な
ど
の
産
直
市
場
へ
の
農
業
産

物
あ
る
い
は
加
工
食
品
等
の
販
売
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
、
生
き
が
い
と
収
益
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
等
が
生
活
支
援
活
動
を
行
う
取
組

が
目
黒
部
落
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
お
互
い
さ
ま
を
基

本
と
し
た
﹁
さ
さ
え
愛
い
の
し
く
み
﹂
と
し
て
﹁
部
落
に
暮

ら
す
人
た
ち
に
よ
る
﹂、﹁
部
落
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
た
め
の
﹂

生
活
支
援
組
織
﹁
に
こ
に
こ
会
﹂
が
発
足
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
生
活
支
援
活
動
、
中
に
は
軽
い
農
作
業
な
ど
経
験

や
技
能
が
必
要
な
作
業
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
活
動

が
、
い
き
い
き
と
し
た
高
齢
者
の
生
活
、
高
齢
者
の
働
く
場

に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
し
、町
内
全
域
に
広
が
る
よ
う
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
知

識
、
経
験
が
豊
富
で
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を
発
揮
さ
れ
、

生
き
が
い
、
健
康
、
物
心
両
面
、
安
心
安
全
で
充
実
し
た
生

活
を
送
っ
て
頂
く
こ
と
が
松
野
町
の
元
気
、
活
力
の
源
泉
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
実
情
、
実
態
を
踏
ま
え
な
が

ら
、地
域
ぐ
る
み
で
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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一般質問
土
地
改
良
区
の
賦
課
金
滞
納
問
題
に
つ
い
て

①�
本
町
の
土
地
改
良
区
に
お
い
て
、
県
営
農
地
開
発
事
業
及

び
県
営
圃
場
整
備
事
業
の
参
加
者
は
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
借
入
金
の
返
済
を
ほ
と
ん
ど
終
え
て
い
る
が
、
一
部

に
長
期
滞
納
と
そ
れ
に
伴
う
時
効
が
発
生
し
、
金
融
公
庫

へ
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
の
土
地

改
良
区
運
営
支
援
基
金
と
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
て
お

り
、
そ
の
返
済
期
限
が
今
年
度
末
と
な
っ
て
い
る
。

　

�　

ま
た
総
代
会
で
は
債
務
返
済
方
針
と
し
て
「
全
組
合
員

か
ら
通
常
賦
課
金
を
徴
収
し
、
農
業
用
施
設
の
修
繕
な
ど

組
合
員
の
利
益
に
な
る
事
業
を
実
施
し
つ
つ
、
そ
れ
ら

の
事
業
で
生
じ
た
余
剰
金
を
も
っ
て
町
の
基
金
に
返
済
す

る
。」
と
い
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

松
野
町
土
地
改
良
区
は
、
昭
和
₅₀
年
に
町
全
域
の
農
地
を

対
象
と
し
、全
農
家
を
組
合
員
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

実
質
的
に
は
昭
和
₅₁
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
﹁
県
営
農
地
開
発

事
業
﹂
と
昭
和
₅₅
年
着
工
の
﹁
県
営
ほ
場
整
備
事
業
﹂
の
地

元
負
担
金
の
借
入
及
び
償
還
業
務
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ふ
た
つ
の
事
業
で
合
わ
せ
て
８
億
５
千
万
円
に
上
る

巨
額
の
地
元
負
担
金
を
歴
代
の
理
事
が
連
名
で
農
林
漁
業
金

融
公
庫
か
ら
借
り
入
れ
、
公
庫
に
対
し
て
損
失
が
出
た
場
合

は
町
が
補
償
す
る
と
の
契
約
を
締
結
し
、
受
益
組
合
員
に
賦

課
し
て
徴
収
し
、
公
庫
に
返
済
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
公
庫
に
対
す
る
償
還
は
す
べ
て
終
了
し
て
お

り
、
受
益
者
組
合
員
か
ら
の
賦
課
金
徴
収
も
全
国
的
に
稀
有

な
高
水
準
の
₉₉
・
９
％
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
元
年
頃

か
ら
一
部
で
滞
納
が
発
生
し
、
土
地
改
良
区
の
財
政
運
営
に

支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
上
家
地
部
落
の
農
地
開
発
団
地
の
大
規
模
農
家
に

つ
い
て
は
、
償
還
が
多
額
で
影
響
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
え

ひ
め
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
公
社
に
よ
る
緊
急
農
地
保
有
合

理
化
事
業
で
対
処
し
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
₁₀
年
間
の
一
時
保
有
期
間
中
に
は
新
た
な
担
い
手
を

確
保
で
き
ず
、
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
民
間
資
本
に
よ
る
野
菜
生
産
事

業
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
、
問
題
解
決
に
向
け
て
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
他
の
開
発
団
地
で
も
滞
納
件
数
、
滞
納
額
が
年
々

増
加
し
、
土
地
改
良
区
の
内
部
留
保
金
や
繰
上
償
還
金
で
は

対
応
で
き
な
く
な
り
、
平
成
₁₈
年
以
降
、
該
当
者
に
対
し
、

厳
し
い
督
促
を
強
化
す
る
も
、
金
融
公
庫
へ
の
返
済
が
滞
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
歴
代
の
役
員
や
事
務
局
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
個
別
の
納
付
交
渉
や
土
地
の
処
分
な
ど
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
金
融
公
庫
の
遅
延
損
害
金
が
₁₄
・
５
％
の
高
利
で
あ
り

債
務
が
膨
れ
上
が
る
こ
と
か
ら
、
平
成
₂₂
年
度
に
町
議
会
の

理
解
を
受
け
、﹁
土
地
改
良
区
運
営
支
援
基
金
﹂
を
積
み
立

て
て
土
地
改
良
区
に
６
６
０
万
円
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
で
は
金
融
公
庫
へ
の
返
済
は
す
べ
て
完
了
し

て
い
ま
す
が
、
一
部
返
済
で
不
足
し
た
金
額
を
金
融
機
関
か

ら
借
り
入
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
約
７
０
０
万
円
の
債
務
が

土
地
改
良
区
に
残
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

土
地
改
良
区
は
、
土
地
改
良
法
に
基
づ
き
知
事
の
認
可
を

受
け
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
、
目
的
、
使
命
が
あ
り
、
そ
の

事
業
に
責
任
を
も
っ
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
償
還
業
務
が
完
了
し
て
も
、
土
地
改
良
区
は
勝
手
に
解

散
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
本
来
の
土
地
改
良

区
と
し
て
の
目
的
、
役
割
を
担
い
、
組
合
員
の
共
通
の
財
産

で
あ
る
農
地
や
農
道
、
水
路
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理
、
災

害
復
旧
事
業
な
ど
、
町
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、
組
合
員
の

た
め
の
事
業
運
営
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
に
は
土
地
改
良
区
が
約
５
千
団
体
あ
り
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
全
組
合
員
か
ら
通
常
賦
課
金
を
、
事
業
受
益
者
か

ら
は
特
別
賦
課
金
を
徴
収
し
て
運
営
し
て
い
る
の
が
実
情
で

す
。
し
か
し
、
本
町
の
土
地
改
良
区
の
場
合
は
、
当
初
か
ら

通
常
賦
課
金
を
徴
収
せ
ず
、
運
営
費
は
す
べ
て
町
費
補
助
金

で
賄
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
従
っ
て
、
大
事
業
の
償
還
業

務
が
終
わ
っ
た
現
在
、
改
め
て
組
合
員
の
た
め
、
受
益
者
の

た
め
の
土
地
改
良
区
の
本
来
の
あ
り
方
、
存
在
意
義
、
役
割

を
明
確
に
し
、
組
織
の
再
生
、
立
て
直
し
、
存
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
理
事
会
等
で
方
向

性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
本
年

３
月
の
総
代
会
で
、
理
事
会
で
検
討
し
た
現
状
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
部
落
関
係
者
へ
の
説
明
と
意
見
を

聞
く
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
を
得
て
、
本
年
６
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
全
₁₀
部
落
で
、
地
元
理
事
と
事
務
局
の
出
席
の
も

と
、
土
地
改
良
区
の
現
総
代
、
そ
し
て
歴
代
の
役
員
を
対
象

に
、
部
落
別
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
席
上
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
と
し
て
は
、
土
地
改
良

区
の
長
年
に
わ
た
る
償
還
業
務
と
組
織
運
営
、事
務
処
理
や
、

先
送
り
を
し
た
こ
と
、
時
効
の
問
題
や
、
対
策
の
甘
さ
な
ど

に
つ
い
て
、
反
省
を
求
め
る
厳
し
い
意
見
が
あ
っ
た
ほ
か
、

理
事
、
職
員
が
滞
納
整
理
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
へ
の
評
価

も
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、負
債
の
返
済
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ

て
も
組
合
員
や
町
民
の
批
判
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
今
後
も
土
地
改
良
区
を

存
続
さ
せ
、
本
来
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
通
常
賦
課
金

を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
提
案
に
つ
い
て
も
、
賛
成
、
反
対
、

双
方
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
は
、
理
事
会
に
報
告
し
て
対
応
を
協
議
し

て
い
ま
す
が
、
₄₀
年
の
長
き
に
わ
た
り
営
々
と
続
い
て
き
た

土
地
改
良
区
の
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、
前
後
左
右

か
ら
、
ま
た
他
市
町
村
の
事
例
な
ど
も
参
考
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
、
検
討
を
し
て
、
通
常
賦
課
金
の
あ
り
方

と
土
地
改
良
区
の
具
体
的
な
事
業
計
画
を
次
の
理
事
会
で
提

案
し
て
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
協
議
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

町
の
土
地
改
良
区
運
営
支
援
基
金
へ
の
返
済
期
限
が
本
年

度
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
何
よ
り
土
地
改
良
区
の
体
制

維
持
と
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
貢
献
す
る
事
業
の
推
進
を
基
本

に
、
で
き
る
だ
け
早
く
土
地
改
良
区
と
し
て
の
方
向
性
を
明

確
に
し
て
、
議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
対
し
指
導
、
支
援

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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吉
野
生
公
民
館

し
め
縄
づ
く
り
教
室

12
23

　

吉
野
生
公
民
館
で
₁₂
月
₂₃
日
㈫
に
年
末
恒
例
の
し
め
縄
づ
く
り
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
東
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
老
人
ク
ラ
ブ
吉
野
長
生
会
︵
鶴
本
好

福
会
長
︶
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
₂₀
名
の
小
学
生
と
保
護
者
₁₁
名
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
４
名
が
参
加
し
、
宇

治
惣
市
さ
ん
の
指
導
で
門
じ
め
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

お
正
月
飾
り
の
由
来
や
手
順
を
説
明
し
て
も
ら
っ
た
あ
と
作
業
を
開
始
。
今
年
は

Ｆ
Ｍ
愛
媛
の
取
材
が
入
り
少
し
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
高
学
年
の
中
に
は
手
際
よ
く

短
時
間
で
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
児
童
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
低
学
年
は
一
緒
に
参
加

し
た
家
族
の
手
を
借
り
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
一
連
の
作
業
か
ら
収
穫
や
豊
作
に
感
謝
す
る
心
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
準
備
な
ど
、
日
本
の
伝
統
行
事
に
触
れ
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

藁
や
竹
、
ウ
ラ
ジ
ロ
な
ど
手
間
の
か
か
る
材
料
の
調
達
に
協
力
い
だ
い
た
み
な
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲

作
業
の
様
子

松
丸
公
民
館

門
松
づ
く
り
教
室

12
23

　

₁₂
月
₂₃
日
㈫
町
民
セ
ン
タ
ー
で
門
松
づ
く
り
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
主
に
西
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
松
丸
地
区
公
民
館
が
毎
年
主

催
し
て
い
る
も
の
で
、
児
童
と
保
護
者
約
₆₀
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
持
参
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
新
聞
紙
を
詰
め
て
竹
を
並
べ
、
松
や
梅

の
枝
な
ど
を
思
い
思
い
に
装
飾
し
、
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
門
松
を
作
り
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
手
際
よ
く
作
業
を
こ
な
し
た
児
童
も
、
初
め
て
で
う
ま
く
い
か
な
い

児
童
も
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
約
１
時
間
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
門
松
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で
後
片
付
け
を
し
、
自
作
の
門
松
を
手
に
記
念
写

真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
な
お
、
公
民
館
役
員
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
巨
大
な
門
松
は
、

町
民
セ
ン
タ
ー
前
に
１
月
₁₅
日
ま
で
飾
ら
れ
、
松
丸
の
街
道
に
新
年
の
華
や
か
さ
を

際
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

▼上手にできたかな？
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吉
野
生
公
民
館

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

12
28

　

₁₂
月
₂₈
日
㈰
に
は
、
吉
野
生
公
民
館
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
地
域
の
女
性
に
お
正
月
を
彩
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
潤
い
の
あ

る
年
末
年
始
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
松
や
千
両
な
ど
、
お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
花
を
そ
れ
ぞ
れ

の
感
性
で
手
際
よ
く
活
け
込
み
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
前
に
笑
顔
が
ほ
こ

ろ
び
師
走
の
ひ
と
時
を
お
花
の
時
間
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
素
敵
な
お
花
で
よ
い
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▲

▼
素
敵
な
作
品
が
完
成
し
ま
し
た

松
野
町
消
防
団
が

年
末
特
別
警
戒
を
実
施

12
末

　

₁₂
月
₂₇
日
㈯
か
ら
₃₁
日
㈬
の
早
朝
に
か
け
て
消
防
団
に
よ
る
年
末
特
別
警
戒
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
ま
た
、
火
を
使
う
機
会
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
火

災
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
団
員
は
午
後
８
時
か
ら
午
前
２
時
ま
で
の
間
、

各
詰
所
を
拠
点
に
町
内
を
巡
視
し
、
拍
子
木
を
叩
い
て
火
災
予
防
を
訴
え
ま
し
た
。

　

₂₉
日
に
は
、
阪
本
町
長
を
は
じ
め
、
町
議
会
議
員
や
消
防
委
員
、
鬼
北
消
防
署
や

鬼
北
交
番
な
ど
の
関
係
機
関
が
各
詰
所
を
巡
回
し
、
代
表
し
て
阪
本
町
長
が
﹁
今
年

は
災
害
が
多
く
、
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
寒
い
中
だ
が
警
戒
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。﹂
と
団
員
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

松
野
町
消
防
団
で
は
、
２
月
８
日
㈰
に
出
初
式
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

岡
本
純
一
消
防
団
長
は
﹁
平
成
₂₆
年
は
１
件
の
火
災
が
起
き
て
し
ま
っ
た
が
、
平

成
₂₇
年
は
何
と
し
て
も
町
内
無
火
災
を
達
成
で
き
る
よ
う
、広
報
啓
発
に
励
み
た
い
。﹂

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
行
事
を
計
画
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
公
民
館
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼町内を隈なく巡視する消防団員
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㈱
プ
ロ
テ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の

工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
調
印
式

１
９

　

松
野
町
と
県
は
、
１
月
９
日
㈮
、
化
粧
品
製
造
会
社
﹁
㈱
プ
ロ
テ
ッ
ク
ス・ジ
ャ
パ
ン
﹂

と
豊
岡
地
区
総
合
福
祉
団
地
内
へ
の
工
場
新
設
に
関
す
る
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

工
場
は
来
年
春
頃
完
成
予
定
で
、
平
成
₂₈
年
中
に
操
業
を
開
始
。
新
規
雇
用
は
平

成
₃₀
年
６
月
ま
で
に
正
社
員
₅₀
人
程
度
を
計
画
し
て
お
り
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
工
場
で
は
、
松
野
町
を
は
じ
め
と
す
る
四
万
十
源
流
地
域
の
桃
の
葉
や
柚
子
、

温
泉
水
な
ど
を
活
用
し
た
化
粧
品
原
料
や
化
粧
品
な
ど
を
開
発
、
製
造
す
る
予
定
で
、

新
た
に
原
料
と
な
る
作
物
の
試
験
園
地
も
併
設
し
て
研
究
を
進
め
て
い
く
よ
う
で
す
。

　

同
社
の
酒
井
良
明
社
長
は
﹁
化
粧
品
製
造
は
ま
さ
に
６
次
産
業
で
あ
り
、
森
の
国

ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
商
品
と
し
て
、
全
国
・
世
界
へ
発
信
し
松
野
町
の
知
名
度
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
振
興
や
雇
用
創
出
な
ど
に
貢
献
し
た
い
。﹂
と
述

べ
ま
し
た
。

▼
完
成
予
想
図

太
平
洋
へ
日
の
出
を
見
に
行
こ
う
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

１
10

　

１
月
９
日
㈮
か
ら
₁₀
日
㈯
に
か
け
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
松
野
町
体
育
指
導
委
員
会
が
毎
年
、
企
画
し
て
い
る
も
の
で
、
四

万
十
市
西
土
佐
か
ら
中
村
ま
で
歩
き
、
太
平
洋
か
ら
の
ぞ
く
日
の
出
を
見
に
行
こ
う

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

₂₂
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
町
内
外
か
ら
₂₄
名
が
参
加
し
、
四
万
十
市
下
田

に
あ
る
﹁
と
ま
ろ
っ
と
﹂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
午
後
８
時
に
四
万
十
市
の
網
代
休
憩
所
を
出
発
し
、
途
中
、
５
か
所
で

休
憩
を
と
り
な
が
ら
約
₄₅
㎞
の
道
程
を
歩
き
ま
し
た
。
四
万
十
川
沿
い
の
峠
道
を
一

歩
一
歩
進
み
、
旧
中
村
市
内
に
入
る
と
空
が
白
み
始
め
、
波
の
音
が
近
づ
く
と
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
で
す
。
参
加
者
た
ち
は
、
か
じ
か
ん
だ
足
に
鞭
を
打
っ
て
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
、
₇₅
歳
の
最
年
長
参
加
者
を
含
む
₂₂
名
が
見
事
完
歩
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
海
に
雲
が
か
か
り
、
お
目
当
て
の
日
の
出
は
楽
し
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

太
平
洋
を
染
め
る
幻
想
的
な
朝
焼
け
に
、
参
加
者
ら
は
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

▼お疲れさまでした！

▼写真中央が酒井社長
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森 の国だ より

平成27年の区長さん、組長さんが決まりました
区　長

部落名 区長名 部落名 区長名
松　丸 井上　六廣 上家地 村田　和宏
延野々 小林　健一 目　黒 岡田　春喜
豊岡後 大野　　久 吉　野 岡村　俊男
豊岡前 毛利　彰男 蕨　生 金谷　孝志
富　岡 森田　　守 奥野川 榎本　孝幸

松　丸

延野々

豊岡後

組　名 組長名
新　町 倉田　　敦
駅前通 重松　正則
本町１ 越智　　潔
本町２ 古川　良三
本町３ 杉山　　毅
東新町 水野　　聡
西天満 沖田　　勉
東天満 山影　　博
礁　崎 増川　壮一
向　井 山口　正人
祝　井 金谷　　一

組　名 組長名
東　組 井上　仁志
仲　組 山崎　　匡
野　尻 芝　　　靖
住宅組 北島　　寛
古井谷 谷口　　修
五郎丸 鎌土　　勝

組　名 組長名
１番組 滝口　義浩
２番組 山本　　薫
３番組 山口　　守
４番組 畔地　俊二
５番組 山田　高男
６番組 山田　直樹
７番組 曽根　藤光
８番組 山本裕一郎

目　黒
組　名 組長名
下　組 中平　寛治
中央１ 井上　俊則
中央２ 岡嶋　志郞
国木谷 浜田　真章
西の川 橋田　忠弘
上目黒 川添　久司

豊岡前

富　岡

上家地

組　名 組長名
１　区 芝　　勇夫
２　区 松田　幸浩
３　区 毛利　善行
４　区 井上　　真
５　区 亀川　俊夫
６　区 増川　光代
７　区 入船　　功
８　区 戎　　敬一
９　区 星野　　努
住宅組 上川　政彦

組　名 組長名
古市場 高橋　憲二
地　吉 氏原　　始
久米地 北原　功三
富　民 久保田光一

小屋の川 毛利　彰男

組　名 組長名
１　区 阪本　兼雄
２　区 森　　　茂
３　区 西原　幸司

吉　野

蕨　生

奥野川

組　名 組長名
町　組 浅野　眞治
上　在 金谷　　浩
豊　盛 石川　愼一
西　組 政石　　功
梁　瀬 長田富士雄
葛　川 稲谷　　保

組　名 組長名
鳥　居 岡本　直訓
鈴　井 金谷　敏文
真　土 加藤　純市
谷　口 金谷　純一
延　行 山下　哲矢
奥　内 井上　　忠

組　名 組長名
下　組 山本　吉和
本　村 伊勢屋重一
中　組 西村　正人
上　組 高内　博文

◆よろしくお願いします◆

※順不同、敬称略

組　名 組長名
９番組 濱田　章作
₁₀番組 後藤　義郎
₁₁番組 熊部　安次
₁₂番組 山口　利廣
住宅組 山田　慎一
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

菊
日
和
孫
を
伴
ひ
授
賞
式 

伊
藤　

富
子

買
ふ
で
な
く
店
頭
巡
り
街
師
走 

岡
本　

京
子

物
忘
れ
じ
わ
り
じ
わ
り
と
年
の
暮 

金
谷　

重
子

一
年
は
早
瀬
の
如
し
年
暮
る
ゝ 

 

金
谷　

文
惠

年
の
瀬
や
姉
の
電
話
の
長
々
と 

木
下
三
千
惠

母
が
せ
し
や
ふ
に
拝
み
て
年
暮
る
る 

駒
山　

忠
夫

二
度
鋤
き
の
土
ほ
ゝ
け
た
る
十
二
月 

谷　

き
よ
し

外
国
人
せ
わ
し
く
話
す
師
走
か
な 

布　
　

久
光

足
る
を
知
る
里
の
生た

つ
き活
や
年
暮
る
る 

布　
　

康
江

駆
込
ん
で
長
靴
を
買
ふ
師
走
雪 

ひ
の
た
い
ら

年
の
暮
れ
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
峠
茶
屋 

古
谷　
　

香

渾
身
の
果
て
の
会
心
十
二
月 

宮
崎
き
く
を

思
う
こ
と
果
た
さ
ざ
る
ま
ま
年
暮く

る
る 

山
下
ス
ミ
子

葛
句
会
　
十
二
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

人
権
の
広
場

〜
東
小｢

人
権
・
同
和
教
育
参
観
日｣

の
紹
介
〜

松
野
東
小
学
校　

人
権
・
同
和
教
育
主
任　

高
田　

治
広

　

今
年
度
、
松
野
東
小
学
校
の
児
童
数
は
₃₅
名
で
す
。
人

数
が
少
な
い
の
で
、
全
校
児
童
が
集
ま
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
話
合
い
で
決
め
た
り
、
広
い
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
協
力
し
て
掃
除
し
た
り
、
休
み
時
間
に
な
る
と
み
ん
な

で
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
、

毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
₁₀
月
₁₉
日
に
人
権
・
同
和
教
育
参
観

日
を
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん

に
人
権
・
同
和
教
育
の
視
点
に
立
っ
た
授
業
や
、
人
権
集

会
・
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
や
家
族

の
深
い
愛
情
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
話
合
い
の
中
で
仲
間

意
識
を
高
め
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
権
集
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
人
権
標
語
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
、
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
し
の
な
い

東
小
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た

作
品
で
し
た
。

　

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、｢

今
、
輝
く
た
め
に｣

と
い
う

テ
ー
マ
で
、
講
師
の
先
生
に
歌
あ
り
ト
ー
ク
あ
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
体
験
の
お
話
や

心
に
し
み
る
歌
を
聴
か
せ
て
も
ら
い
、
会
場
全
体
が
優
し

い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、｢

と
げ
と

げ
し
た
心
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。｣｢

命
の
大
切
さ

が
分
か
っ
た
。｣

と
い
っ
た
感
想
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
・
地
域
の
方
か
ら
は
、｢

お
話
を
聞
い
て
、

親
と
し
て
し
っ
か
り
と
我
が
子
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。｣

﹁
感
動
し
て
涙
が
出
て
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。﹂
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
人
権
・
同
和
教
育
参
観
日
は
、
講
師
の
先
生

の
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
り
、
参
加
者
全
員
が
素
直
な
心

と
優
し
い
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
あ
の
感
動
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
も

教
職
員
も
、一
人
一
人
が
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
い
、困
っ

た
と
き
に
は
助
け
合
っ
て
い
け
る
集
団
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
差
別
を
見
抜
き
、
差
別
を

し
な
い
・
許
さ
な
い
と
い
う
心
情
を
培
う
と
と
も
に
、
差

別
に
負
け
な
い
態
度
が
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
の
教
育

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

﹃
笑
顔
あ
ふ
れ
る
東
小
﹄・﹃
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
東
っ
子
の
育
成
﹄
を
目
指
し
、
チ
ー
ム
東
小
の
精
神
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲▶人権コンサートの様子
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
山
本
須
奈
男
　
　
88
歳

延
野
々
　
太
平
コ
ト
ヱ
　
　
61
歳

松
　
丸
　
武
内
ム
メ
ヲ
　
　
100
歳

蕨
　
生
　
押
谷
　
葉
子
　
　
76
歳

蕨
　
生
　
榎
谷
キ
ヨ
コ
　
　
92
歳

豊
　
岡
　
城
口
タ
ツ
コ
　
　
77
歳

富
　
岡
　
松
本
ヤ
ス
ヱ
　
　
90
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

堀
口
　
計
敬
　
　
松
野
町

河
野
　
友
子
　
　
松
野
町

武
内
　
幹
雄
　
　
松
野
町

榎
谷
　
清
美
　
　
鬼
北
町

押
谷
　
計
夫
　
　
松
野
町

兵
頭
　
勅
祥
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　₂₀₆₇世帯（＋₁₀世帯）

総人口　₄,₂₈₆人 （＋９人）
男₂,₀₁₃人　女₂,₂₇₃人

（₁₂月中の異動）
　　○出　生　２人　○死　亡　₁₀人
　　○転　入　₃₂人　○転　出　₁₅人

平成26年12月31日現在
※外国人を含みます。

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち
　

河
後
森
城
跡
で
は
、
最
高
所
で
あ
る
本
郭
か
ら
町
内
を
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、季
節
に
よ
っ
て
様
々

な
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
内
の
中
心
を
流
れ
る
広
見
川
や
川
沿
い
に
広
が
る
水
害

防
備
林
、
新
緑
の
苗
か
ら
黄
金
色
の
稲
穂
へ
と
移
り
変
わ
る

田
園
風
景
な
ど
、
人
々
の
営
み
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
絶

好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
先
日
、
町
内
の
雪
景
色
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
四
季
折
々
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
風
景
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
河
後
森
城
。
み
な
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
！

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
十
二
月
投
句
分

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

冬
耕
の
煙
り
立
ち
行
く
里
景
色

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

消
へ
そ
う
な
外
灯
ひ
と
つ
雪
時
雨 

赤
松　

午
子

出
て
入
り
て
柚
子
湯
た
の
し
む
一
人
の
夜 

稲
谷
キ
ミ
子

お
手
玉
の
一ひ
い

、
二ふ
う

、
三み
い

、
四よ

外
は
雪 

上
田
美
智
子

湯
に
つ
か
り
つ
つ
遠
く
よ
り
も
が
り
笛 

岡
本　

三
葉

ふ
と
こ
ろ
に
入い

る
子
猫
い
て
雪
の
夜 

竹
内
サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
十
二
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

絶
景
！
河
後
森
城
か
ら
の
風
景

町 の 人 口

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
　
岡
　
梅
﨑
　
真
一
　
　
凜り
ん

　
　
　
女

　
　
　
　
　
　
沙
也
加

松
　
丸
　
土
居
孝
二
郎
　
あ
す
か
　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
直
美

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲冬景色

▲

秋　

空

河後森城本郭
から見た町内
の風景
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
2
月
₁₀
日
㈫　

₁₀
時
～
₁₂
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
︵
有
馬
節
男
︶

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
2
月
₁₀
日
㈫　

₁₀
時
～
₁₂
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
2
月
₁₀
日
㈫　

₁₀
時
～
₁₂
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う

　

相
続
な
ど
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
に

は
、
地
元
の
農
業
委
員
会
へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
は
﹁
所
有
権
を
新
規
に
取
得
す
る
﹂
と
い
う
扱
い

で
は
な
く
、﹁
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
り
相
続
人
が
そ
の

権
利
義
務
を
承
継
す
る
﹂
と
い
う
も
の
で
、
一
般
の
売
買
、

賃
借
等
の
よ
う
に
権
利
の
移
転
や
設
定
の
た
め
の
法
律
行

為
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
農
地
法
上
の
制
限
を
受

け
る
こ
と
な
く
権
利
を
取
得
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
ま
ま
で
は
農
業
委
員
会
は
相
続
人
等
を
把
握
出

来
ま
せ
ん
。
持
ち
主
が
誰
か
分
か
ら
な
い
事
に
よ
る
農
地

の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
に
、
平
成
₂₁
年
₁₂
月
に
農
地
の
相
続

に
対
し
て
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

１　

届
出
が
必
要
な
人

　

農
地
法
の
許
可
を
要
さ
ず
に
、
相
続
等
、
法
人
の
合
併
・

分
割
、
時
効
等
な
ど
の
理
由
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た

人
。

※ 

権
利
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
、
お
お
む
ね

₁₀
カ
月
以
内
に
届
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

届
出
先

　

権
利
を
取
得
し
た
農
地
を
管
轄
す
る
農
業
委
員
会
へ
の

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
の
相
続
等
の
届
出
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３　

問
い
合
わ
せ
先

　

松
野
町
役
場
内　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
₄₂
・
１
１
１
４

農
地
の
相
続
等
の
届
出
の
お
願
い

農業委員会だより（２月号）

　

任
期
満
了
に
伴
う
松
野
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
２
月
₁₀
日

㈫
告
示
、
２
月
₁₅
日
㈰
投
・
開
票
の
日
程
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
選
挙
で
、

町
の
未
来
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
町
政
に
参
加
す
る
最
も
良
い
機
会
で
す
の
で
、

棄
権
せ
ず
に
自
ら
の
意
思
で
貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

１　

投
票
で
き
る
人

　

平
成
７
年
２
月
₁₆
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
₂₆
年

₁₁
月
９
日
ま
で
に
松
野
町
に
住
民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
３
个

月
以
上
町
内
に
居
住
し
て
い
る
人
。

　

た
だ
し
、
投
票
日
当
日
ま
で
に
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

２　

入　

場　

券

　

告
示
日
以
降
に
皆
さ
ん
の
投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る
入
場

券
を
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
資
格
が
あ
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
。
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

３　

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

投
票
区
域
外
へ
出
か
け
る
人
や
、
治
療･

出
産
な
ど
の
た
め
歩

行
や
外
出
が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
人
は
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

○
期
間
：
２
月
₁₁
日
㈬
～
₁₄
日
㈯
ま
で
の
４
日
間

　
︻
投
票
時
間
／
８
時
₃₀
分
～
₂₀
時
︼

○
場
所
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
１
階

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
所

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
利
用
で
き

ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る

う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
振

替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
₅₀
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制

度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前
納
・
1

年
度
前
納
・
２
年
度
前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
の
人
は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融

機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
先　

宇
和
島
年
金
事
務
所

☎
₂₂
・
５
４
４
０
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

　平成₂₆年分の所得申告の時期となりました。日程表のとおり、地区ごとに申告の受付と相談を行います。地区によっ
ては日程を２日間としていますので、割り振りをよくご確認の上お越し下さい。町県民税の申告所得額は、国民健
康保険税等の算定基礎にもなりますので必ず申告してください。なお、小額年金のみ等、申告不要の場合もありま
すので、ご不明な点は町民課税務係まで問い合わせ下さい。
１　申告の対象
　平成₂₆年１月１日から平成₂₆年₁₂月₃₁日までの所得
　平成₂₇年１月１日現在、松野町に住所を有する人
２　申告に必要なもの
①給与、公的年金のある人はそれぞれの源泉徴収票
②事業（農業・営業・その他）の収入支出のわかる帳簿、書類
　収入…１年間の収入、売上等がわかる書類
　支出…農機具、備品、原材料等の購入契約書、または領収書（通帳に記載があれば通帳をお持ち下さい）
③一時所得（生命保険の満期の受け取り等）のわかる書類
④医療費控除を受ける人は支払った医療費の領収書と、保険の戻りがわかる書類
⑤生命保険料及び地震保険料（長期損害保険料）の「支払保険料の証明書」
⑥ 住宅借入金（取得）等、特別控除を受ける人は「登記簿謄本」「売買契約書」「請負契約書」「住宅取得資金に係る

借入金の年末残高等証明書」など
⑦国民年金保険料、社会保険料等の支払額がわかるもの
⑧障害者控除（扶養控除の障害者も含）の適用を受ける場合は身体障害者手帳等
⑨印鑑
※税務署に所得税の確定申告をされる人は、この町県民税の申告は必要ありません。
３　所得申告の受付・相談の日程

平成27年度町県民税の所得申告の受付と相談について

地区名 対　　象　　組 月　　日 曜日 時　　　　　　　間 場　　　　　　　所
松　丸 全　組 ２月₁₇日 火 午前９時～午後３時 町民センター

延野々
東組　仲組　野尻　住宅組 ２月₁₈日 水 午前９時～午後３時 延野々集会所
五郎丸　古井谷 ２月₁₉日 木 午前９時～正午　　 〃

豊岡後 全　組 ２月₂₀日 金 午前９時～午後３時 豊岡後集会所
豊岡前 全　組 ２月₂₃日 月 午前９時～午後３時 豊岡前集会所
富　岡 全　組 ２月₂₄日 火 午前９時～午後３時 富岡集会所
上家地 全　組 ２月₂₅日 水 午後１時～午後３時 上家地集会所

目　黒
下組　中央１　中央２ ２月₂₆日 木 午前９時～午後３時 目黒基幹集落センター
国木谷　西の川　上目黒 ２月₂₇日 金 午前９時～午後３時 〃

吉　野
町組　上在　豊盛 ３月２日 月 午前９時～午後３時 吉野生公民館
西組　梁瀬　（葛川） ３月３日 火 午前９時～午後３時 〃

３月４日 水

蕨　生
鳥居　鈴井　真土 ３月５日 木 午前９時～午後３時 蕨生集会所
谷口　延行（奥内）（葛川） ３月６日 金 午前９時～正午　　 〃

奥野川 全　組　（奥内） ３月９日 月 午前９時～午後３時 奥野川住民センター
町　内　全　域 ３月８日 日 午前９時～午後３時 町民センター

※ 延野々、目黒、吉野、蕨生地区は、組ごとに期日を分けていますが、都合の悪い場合はどちらで申告しても構い
ません。

※（　）の組は、上記の２つの会場のうち、どちらの会場で申告しても構いません。
※上記の地区日程で都合が悪い場合は、３月₁₆日までに役場町民課（税務係）で申告をして下さい。
※役場町民課で申告をされる場合は、地区日程以外の日にお願いします。（担当が各会場に出ていて不在です）
４　問い合わせ先　町民課　税務係　☎₄₂－₁₁₁₂

［申告をされない場合は］
　期間中に申告をされないと、諸控除の適用、国民健康保険税等の軽減判定ができない他、所得証明等の発行に支
障が出ることがあります。
※ 障害年金、遺族年金等、課税対象とならない年金は、町では所得データの把握ができません。この年金だけが収

入の方は、各自で申告していただく必要があります。申告されないと未申告の状態となりますので、ご不明な方
は必ず税務係までお問い合わせの上、ご確認下さい。

　なお、申告書の書き方等でわからない点がございましたら、お気軽に役場町民課税務係へご相談下さい。
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宇
和
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

１　

お
早
め
に
春
の
確
定
申
告

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
確
定
申
告
の

準
備
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

申
告
と
納
税
は　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
₁₆
日
㈪
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
₃₁
日
㈫
ま
で

２ 　

申
告
は
正
し
く
、
お
早
め
に
。
納
税
は
、
振
替
納
税
の

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
﹁
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
﹂
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
該
当
項
目
を
入
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な

ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
直
接
、
電
子
申
告
す
る
か
Ａ
４
サ

イ
ズ
の
普
通
紙
に
印
刷
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
へ
提
出
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
書
面
に
よ
り
提
出
す
る
場
合
の
確
定
申
告
書
用
紙

や
収
支
内
訳
書
用
紙
な
ど
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w

.nta.go.jp

︼

３　

問
い
合
わ
せ
先　

宇
和
島
税
務
署　

☎
₂₂
・
４
５
１
１

地
域
伝
統
文
化
キ
ッ
ズ・カ
ー
ニ
バ
ル

　

和
太
鼓
や
伊
予
万
歳
な
ど
愛
媛
の
多
彩
な
伝
統
芸
能
を
子

ど
も
た
ち
が
熱
演
す
る
ほ
か
、
華
道
の
展
示
や
茶
道
、
俳
句
、

ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非

Informationお し ら せ

南
楽
園
梅
ま
つ
り

臨
床
心
理
士
に
よ
る「
こ
こ
ろ
の
健
康

電
話
相
談
」の
お
知
ら
せ

　

心
配
ご
と
や
不
安
な
こ
と
を
抱
え
て
１
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
家
庭
や
職
場
に
つ
い
て
、
心
と
身
体
の
不
調
に
つ

い
て
な
ど
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
匿
名
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

１　

日　

時　

３
月
１
日
㈰ 

９
時
～
₁₇
時

　

次
の
日
程
で
健
康
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
振
動
障
害
、

じ
ん
肺
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、
騒
音
性
難
聴
、
過
労
死
、
精
神
疾

患
な
ど
労
災
職
業
病
や
労
災
申
請
な
ど
、
な
ん
で
も
相
談
く

だ
さ
い
。
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

１　

日　

時　

３
月
１
日
㈰　

₁₀
時
～
₁₂
時

　
　
　
　
　

※ 

説
明
を
行
い
ま
す
の
で
₁₀
時
ま
で
に
会
場
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
老
人
室

３　

問
い
合
わ
せ
先

　

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
愛
媛
県
本
部

　

☎
０
８
９
・
９
７
６
・
５
５
５
０

労
災
職
業
病
無
料
健
康
相
談
会
に
つ
い
て

　

園
内
の
梅
園
の
梅
が
次
々
と

咲
き
、
１
个
月
に
わ
た
っ
て
花

見
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
期

間
中
は
園
内
管
理
棟
休
憩
所
に

お
い
て
豪
華
絢
爛
な
﹁
座
敷
雛
﹂

を
展
示
し
ま
す
。

１　

期　

間　

１
月
₃₁
日
㈯

　
　
　
　
　

～
３
月
１
日
㈰

２　

場　

所　

南
楽
園

　
　
︵
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
︶

３　

開
園
時
間　

９
時
～
₁₇
時

４　

料　

金　

大
人
３
０
０
円
、
小
人
１
５
０
円

５　

問
い
合
わ
せ
先　

南
楽
園

　
　

☎
０
８
９
５
・
₃₂
・
３
３
４
４

鬼
北
地
区
巡
回
美
術
展
の
開
催
に
つ
い
て

　

２
月
₁₇
日
㈫
か
ら
２
月
₂₂
日
㈰
に
か
け
て
、
町
民
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
鬼
北
地
区
巡
回
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

宇
和
島
市
文
化
協
会
三
間
支
部
、
鬼
北
町
文
化
協
会
、
松
野

町
文
化
協
会
の
会
員
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆

さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

２　

電
話
番
号　

①
０
８
９
・
９
５
６
・
２
３
２
０

　
　
　
　
　
　
　

②
０
８
９
・
９
５
６
・
２
３
３
０

　
　
︵
※
い
ず
れ
も
当
日
の
み
通
話
可
能
︶﹂

３　

主　

催　

愛
媛
県
臨
床
心
理
士
会
・
日
本
臨
床
心
理
士
会

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

１　

日　

時　

２
月
₂₂
日
㈰　

₁₀
時
～

２　

場　

所　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル

３　

問
い
合
わ
せ
先　

県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
７
２
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

（臨時職員）週₃₉時間程度勤務。社会保険に加入。ボーナスの支給があります。

宇和島地区広域事務組合職員募集

職種 人数 業務内容など 賃金（日額） 採用年月日

介護職員 ₁₅人
福祉施設の介護業務。週休２日制のロー

テーション勤務。夜間勤務あり。

介護福祉士資格 ₆,₉₅₀円

上記以外 ₆,₅₅₀円
３月１日　　

又は４月１日

看護職員 ４人
福祉施設の看護業務。週休２日制のロー

テーション勤務。夜間勤務なし。

准看護師資格 ₈,₀₀₀円

看護師士資格 ₉,₀₀₀円

１　雇用期間
　採用から２年間。ただし、介護福祉士、看護職員は１年後から嘱託職員への切替え制度があります。また、介護
福祉士資格所得の意欲がある人は、２年後から嘱託職員への切替え制度があります。
２　応募資格
　　①介護職員： 資格などは必要ありません
　　②看護職員： 看護師または准看護師免許を持つ人
３　勤務地　宇和島市、南・北宇和郡内老人福祉施設
４　試　験　面接試験（日時は応募者に別途連絡）
５　応募要領　 市販の履歴書に写真を貼り、希望職種を記入し、資格の必要な職種は資格証の写しを添えて提出し

てください。
　　※応募書類は返却しません。
６　受付期間　随時
７　提出先
　　〒₇₉₈－₈₆₀₁　宇和島市曙町１番地
　　宇和島地区広域事務組合管理課人事係　☎₀₈₉₅－₂₂－₈₆₆₄

　現在、町では各家庭に防災無線用の灰色の個別受信機を無償で貸与しています。
　この灰色の個別受信機は、火災や震災が発生した時などの緊急放送を受診する役割をします。昨年整備した白い
ＩＰ告知端末では、ケーブルの断裂や停電などにより、災害時に正常な放送を行うことができない可能性がありま
すので、灰色の個別受信機は取り外すことのないようにしてください。
　また、この個別受信機は、家庭用のコンセントからも電源をとることが可能ですが、単２形の乾電池４つを挿入
しないと動作しません。電池の交換時期が来ますと本体の右側にあります乾電池ランプが赤く点滅し、警告音がな
ります。電池の交換をしない状態で放置しますと、乾電池の腐食などで本体が破損するおそれがありますので、定
期的に交換をお願いします。

防災行政無線の取り扱いについて

※ 乾電池を交換するときは、
本体左側にあるカバーを強
く押してください。

電
池
の
交
換
時
期
が
く

る
と
乾
電
池
ラ
ン
プ
が

赤
く
点
滅
し
警
告
音
が

鳴
り
ま
す
。



14

２月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 日 当上田外科クリニック☎₂₅︲₅₈₁₁
当和霊町松浦内科☎₂₃︲₁₅₁₀

当山下小児科☎₂₃︲₀₀₅₅
当篠原医院☎₄₅︲₃₃₇₀

２ 月 可葛川以外町内全域

３ 火 不豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒 ･ 上家地

４ 水 乳幼児健診（保健センター） 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒 ･ 上家地

５ 木 不松丸 ･ 吉野 ･ 蕨生 ･ 奥野川

６ 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･ 吉野 ･ 蕨生 ･ 奥野川

７ 土

８ 日 松野町消防出初式 当福島胃腸科外科☎₂₄︲₅₅₈₈
当田中循環器内科☎₂₂︲₀₅₀₄

当上田小児科・外科☎₂₅︲₀₁₀₀
当鬼北町国保愛治診療所☎₄₆︲₀₀₀₅

９ 月 可葛川以外町内全域

₁₀ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₁₁ 水 当しませ医院☎₂₇︲₁₈₈₈
当宇都宮内科胃腸科☎₂₅︲₇₂₂₈

当こばやし小児科☎₂₃︲₁₁₅₀
当いしむら整形外科☎₂₀︲₆₆₃₅

可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₁₂ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₃ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₄ 土

₁₅ 日 町議会議員選挙投票日 当ますだクリニック☎₂₃︲₆₆₁₁
当松澤循環器科内科☎₂₅︲₅₈₅₈

当やくしじこどもクリニック☎₂₄︲₁₃₈₆
当松﨑クリニック☎₅₈︲₄₈₂₈

₁₆ 月 可葛川以外町内全域

₁₇ 火 鬼北地区巡回美術展（町民センターロビー）～₂₂日 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

₁₈ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒

₁₉ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

₂₀ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₁ 土

₂₂ 日 第₆₁回不器男忌俳句大会 当藤田整形外科医院☎₂₂︲₅₆₃₅
当笹岡内科☎₂₄︲₃₈₈₆

当こおり小児科☎₂₄︲₅₆₃₃
当岩村外科胃腸科☎₅₂︲₃₁₁₁

₂₃ 月 可葛川以外町内全域

₂₄ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₂₅ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₂₆ 木 不松丸 ･ 吉野（葛川除く︶ ･ 蕨生 ･ 奥野川

₂₇ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₈ 土

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日


	k-matsuno_1502_01
	k-matsuno_1502_02-24

